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参加は会員33名、会員以外43名

でした。会員以外の参加者のなか

には、品川、藤沢、町田、相模原、

多摩市、文京区、港区など遠方か

ら参加された方もいました。

今回は、口こみのほか、インタ

ネットのホームページ以外に、区

の広報や掲示板等を使った広報を

行ったことなどの効果があったも

のと思われます。

映画「バベルの塔」
まず放射線防護学の専門家、安

斎育郎氏の「放射線は“がん当た

りくじ”」という話。宝くじは1枚

より10枚買った方が当りやすくな

るが、放射線も同じで１㎜㏜より1

0㎜㏜浴びたほうががんにかかる確

率は上がる。が、どちらも1億円の

当選金（がん発症）に違いはない。

１㎜㏜でがんに当たっても、10㎜

㏜浴びた場合のがんのひどさと同

じ。違いはこの宝くじは生涯有効

ということであり、いきなり当選

の発表がやってくる。だから放射

線は浴びないことに越したことは

ないというのが原則だ。

問題はがんに当選したとき、そ

れが放射能を浴びた

ことが原因なのかど

うかの因果関係がはっ

きりしないこと。

次に青森県の六ヶ

所村の再処理工場は

一番近いところに学

校や給食センターを

建てている。家を建

てれば１戸、百万円

の補助金が出た。原発の何十基分

もの処理を行っており、万一事故

が起これば東日本の人々が避難を

強いられるほどの規模になる。

地域住民はいう。「安全なら都

会に造ればいい、これは差別だ。

原発はウランを掘る所から先住民

の人々の犠牲という土台の上に立っ

ている。これは不便かどうかの問

題ではない。」と。

東電と取引関係

にある企業名がテ

ロップで流された。

どれも日本の超一

流企業であり、Ｔ

Ｖのスポンサーで

ある。

原子核工学専門

の深尾正之氏は、

核分裂は1秒以下で

止めることはできる。問題はその

後、放射線を出す崩壊熱が出続け

るということ。東電はマニュアル

通りに非常用電源を切った。急激

に温度を変えないというマニュア

ルだ。それは長時間の電源喪失は

ないことが前提になっている。そ

の結果、メルトダウンを起こした。

京大原子炉実験所助教の小出裕

章氏は核分裂を人間がコントロー

ルできない、現状では放射能を無

害化する技術はない。減衰を待つ

しかない。

当初は宇宙に捨てる、深い海底

に捨てる、南極に捨てる等の案が

検討されたが、いずれも条約で禁

止された。結局、穴を掘って埋め

ることが法定された。しかし地下

水が汚染される。1万年、400世代

に及ぶ管理が求められる。

巨大エネルギーを扱う原発は万

一事故が起これば致命的。柏崎原

発の150万ｋｗ7基は世界的には非

常識。

安斎氏は言う。市民から見れば

放射能はゼロが好ましい。事故を

起こしたもの、それを許可した行

政は線引きをするが、ゼロを要求

し続けることが大事と。

青森の住民はいう。「原発の廃

棄物は自分の世代では完結できな

いもの。安易な地層処分は疑問。

アメリカインディアンの言い伝え

に『土地は未来の子ども達から借

りているもの』という言葉がある。

未来世代に申し訳ない。若い日人々

に負の遺産をつくり出してしまっ

た。」と。

映画と講演会を開催しました

9月15日、烏山区民センターにてドキュメンタリー映画

「バベルの塔」上映と、伴英幸講師による講演「福島
いま これから」を開催しました。



会のホームページは「さようなら原発烏山地域」で検索（http://www.energynonukeskarasuyama.com/）

日時：2013年10月19日（土）10:00～17:00

20日（日）10:00～16:00

場所：烏山区民センター第7会議室

当会として初めての参加です。

会場は「原水爆禁止烏山協議会」と「憲法9

条を愛する烏山地域の会」と一緒の部屋です。
当会としては、福島の現状を改めて直視し、

再稼働に反対する展示を行っていきますので、

ご参加ください。

烏山区民センター文化祭参加のお知らせ

日時：2013年10月13日（日）

13:00～集会 日比谷公会堂

14:00～巨大デモ

17:00～19:00 国会前大集会

主催：首都圏反原発連合

共催：さようなら原発1000万人アクション

ＮＯ ＮＵＫＥＳ ＤＡＹのお知らせ

講演「福島 いま これから」
汚染水が1日800トン、うち建屋

に400トン流入。残りはトレンチ内

の汚染水に触れて汚染水として海

に放出されている。アルプスで汚

染を取り除くようにしているが、

トリチウムは水と同じ成分なので

取り除けず、海に放出。タンクは

溶接していないタンクが多く、一

部漏えいし地下水汚染につながっ

ている。

凍土化する工事に400億円を投じ、

来年いっぱいかかる。更にランニ

ングコストが毎年数十億円かかる。

40年以上にわたる廃炉作業の多く

が今後の研究開発に依存し、国の

費用、つまり国民負担で開発する。

作業自体は労働者の被曝を伴い、

労働者の確保が困難。

除染作業も、付着した放射性物

質が時間の経過とともにしみ込ん

でしまい、ブラシでこする位しか

方法がないのが実態。

震災関連死は11市町村認定者で1

223人。全国では2688人。死んだ人

はいないという発言は実態を全く

踏まえていない。

住民の健康への影響も出始めて

いる。18歳以下36万人を対象とす

る甲状腺検査で17万4千人の検査結

果では、確定者12人、疑いありは1

5人で、10万人当たり6.9人の確定

者、疑いを含めると15.5人。1998

年～2007年の平均は10万人当たり0.

2人で高いのは明らか。しかし福島

県の「県民健康管理調査」検討委

員会は「放射線の影響を明らかに

示すものではないと理解している」

と記者会見。

放射性廃棄物は2万トンあり、20

15年におは3万2千トンになる。地

層処分候補地調査に応じれば従来

の2億円から20億円に増額された交

付金を受け取れるが、どこの自治

体も手を挙げていない。こうした

なかでの再稼働はもってのほか。

原子力規制委員会の原子力災害

への備えは不十分。新知見はさか

のぼって適用することは前進面。

リスクは1万年に一度を前提にし

ているが、実態は500年に一度であ

る。それでも変えようとしていな

い。

参加者の質問
・原子力は安いということで原子

力に向かった。原価計算がいい加

減ではないか。

（答）事故前の計算では安い結果

が出るように細工した。原発は16

年減価償却としたが、そのほかと

同じ15年に直しただけでLNGより高

い結果となった。化石燃料は毎年

上がるがウランはあがらないとし

て計算した。国の補助でやって研

究開発や宣伝・広告費、事故費用

も入れないといけない。その結果、

5.2円から8，9円になった。損害額

の計算も5年で収まる費用として5

兆円としたがとても5年ではとても

終わらない。原発は安くない。

当会代表世話人の渡辺信夫氏が会長を務める「原発

メーカー訴訟」の会主催の集会が下記の日程で開催さ

れます。

渡辺さんから集会参加の呼びかけがありまあした。

会員皆様の積極的なご参加を呼び掛けるものです。

期日：10月19日（土）14:00～16：30
場所：信濃町教会
講師予定者：渡辺信夫会長、島昭宏弁護士、。山本太

郎参議院議員

原発輸出を考る集会のご案内


